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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

身体性，感性，身体感覚，動きの質，身体表現と心理面との関係．

私は、舞台芸術および様々な身体表現の魅力について，運動心理面および実技面からの研
究を行っています．舞台芸術に関する活動においては，毎年，ダンス公演を主催し，舞台の構
成・演出・衣装・音楽・美術および出演を行い，現場で身体感覚を高めながら，ムーブメント世
界を探求していきたいと考えています．

また，現在、これまでの活動を基に、人間の身体と心理面との関係，身体表現のための感
性・感覚の開発を行い，現場の指導者や実技実践者へ，指導法や動きの理論，実践等，幅広
く還元する活動を進めています。

研究室の学生の卒業論文のテーマとしては、「舞踊と舞踊に類する実践アプローチに関する
研究」「舞踊における美しい動きの要因」「ボディ／マインド・アプローチに関する研究」「身体に
表出された感情」「姿勢が心身に与える影響」などがあります。学生のこのような卒業研究の
テーマに関しては，私が，これまで心理学的側面から，舞踊とその体験者の心理的変容につい
て研究を重ねてきた結果を生かし，彼らの研究テーマになりうる広く社会が直面している様々
な課題に焦点をあてます．具体的には、これからさらに、健康な身体と心を支える豊かな感性
と情緒力，身体感覚や意識を向上させる方法を伝え，社会が抱える問題の解決に寄与できる
新たな教育的知見を提供していこうと考えています．

「指導者のための身体表現の極意」 「指導者のための姿勢・表情」

日々の授業で必要になる、教師各自が、自らの表情と姿勢をコントロールする方法を体験を
通して体感し、実際の日々の授業で、教師と児童・生徒のいる時間・空間を自分の思うようにコ
ントロースできる姿勢・表情・呼吸コントロールによる身体操法についての習得方法を提供する
ことなどの点での貢献が可能です。

同時に、舞踊担当教員として，学校教育の現場および運動・スポーツに関する専門分野で活
動する現場の先生方に対し，提供できる身体表現のノウハウもあります．先生方が現場におい
て，授業の実践やダンスを含むあらゆる指導を通して，豊かな身体感覚，感性および情緒力を
発信するには先生方自身が優れた身体感覚，感性および情緒力を身につけていることが必要
です．そのためには，身体表現や姿勢、表情の持ち方など、指導者自身の身体の動きを意識
的にコントロールする技術を身につけることが大切であると考えます．現場の教員が持つ卓越
した指導力が強化される身体操法を身につけ、より高度な身体の使い方を身につけてもらえる
ような取り組みを行えると考えています．

■免許更新講習会：「身体表現の極意＜基礎編＞」。場所：福岡小学校。 2015年8月8日(土) (６時間)
■講演会：「ムーヴメント・スタディ〜操体法＆ウエルネス」。場所：福岡小学校。2015年6月26日(金) (３時間)
■審査会：平成27年度 福岡市文化芸術振興財団ステップアップ助成プログラム審査/報告会（ダンス部門） 審

査員・アドバイザー。場所：福岡市文化芸術振興財団。平成27年3月28日(４時間)
■講演会：アーツ・スポーツカレッジ「人は何故踊るのか」。場所：岡垣サンリーアイ。2014年8月23日(土) (２時間)
■講座：「表現運動の授業づくり」 場所：福岡市立草ヶ江小学校。2013年7月29日 (90分)
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・体育授業 ・体育理論 ・知識・理解 ・教材開発

教員養成大学・学部での保健体育の専門教育の一端として，身体教育学の理論と実践について体育やスポーツの
歴史や哲学から学びとり、実践に応用することを学生たちに授業で教えています。九州を拠点にしたアジア地域にお
ける体育・スポーツ史・スポーツ文化の研究に関して新しい研究の着想を描きながら，新規に収集した資料やオリジ
ナルな自作教材を作成して、それらを体育授業（体育実技や体育理論）に活用します。

私の研究テーマは身体教育学の中で、身体運動文化論分野の理論研究です。日本国内の大学に在籍しながら、外
国（特に西欧）における体育授業や課外活動の歴史と現状を研究し、そのことが将来の日本の体育授業やスポーツ
のあり方をめぐって斬新な着想を見いだすことについながると考えています。研究の一例として、近代ドイツの体育授
業発祥地エアフルト近郊のシュネッペンタールにあるグーツムーツ（世界で最初の体育教師）の記念館や汎愛学校
（1780年代から継承されている学校）を訪問し、初期の体操器械やそれらを活用した運動について研究しています。

グーツムーツが1790年代に実践した体育授業教材は、現在
の日本の小学校体育教材の観点では、まさに「体つくり運動」
でした。右の図はその頃のものですが、１０ｍ以上ある丸太の
平均台を生徒たちが移動します。両端から１人づつの生徒が
移動し平均台の真ん中で２人組になり、平均台から落ちない
ようにくるっと入れ替わるのです。２人の生徒の重心が限りな
く平均台上にないとバランスを崩してしまいます。２人でゆっく
りと息を合わせながら運動します。当時の運動を再現して現
在の体育授業で活用できる教材開発を手がけています。 グーツムーツ（1817）『祖国の子弟たちのための体操』より

小学校体育科の評価規準には、知識・理解の観点はありませんが、教材に対する関心を持たせ、思考・判断のもと
になる発想やヒントは先生方が児童に提示してあげることが大切です。私の研究成果の応用可能性は、こうした点に
あります。また、中学校・高等学校保健体育科には「体育理論」の領域が課せられています。体育理論の学習のため
の教材・素材を提供することも、研究成果の応用可能性につながるものと考えています。運動やスポーツの個別種目
の文化内容や歴史的観点は、実技の指導にも活用可能です。サッカーのオフサイド（ルール）はどのような文化的歴
史的背景が存在するのかを先生方が教材研究の観点で理解されたとき、実技指導でオフサイドがなぜルール違反に
なるのかの意味を教えることができるのです。このように歴史的・文化的理論の学習は、実技の指導を深化していくこ
とに役立ちます。

私の研究成果は、小学校体育科及び中学校・高等学校保健体育科の研究会や教材検討会などで、先生方によって
試行錯誤の後、活用していただき、実践につなげていただくことができます。学校単位であれば、開発した教材を学年
ごとに別のクラスでいろいろと実践してみて下さい。生徒たちの興味や関心の度合いは様々ですが、その結果を持ち
寄って教材としての価値を先生方で評価してみて下さい。小学校体育科や中学校・高等学校の保健体育科の指導経
験に応じた教員研修にとっても、それらを活用していくことができると思います。

【これまでの連携研究】
・榊原浩晃、伊藤ヱミ（春日市立白水小学校）他、「体つくり運動教材としての平均台運動の指導法序説―グーツムー
ツの平均台運動に関する教科内容学研究― 」 福岡教育大学紀要 第６分冊 教育実践研究編 平成25年度
【その他の社会貢献活動等】
・福岡県体育研究所 平成22年度専門研修「体育理論：スポーツ文化、スポーツの歴史はこう教える」 平成22年度
・出前授業（県内高校）：教育系大学における教科専門（「体育・スポーツ史」）の導入と授業の１シーン） 平成25年度
・ふっくTV ふくおかをカンガェル～「運動会の“ヤー！”のナゾ」 NHK福岡放送局 TV出演での説明並びに資料提

供の協力 平成26年度
・朝日新聞社福岡版紙面「運動会・騎馬戦 なぜ川中島？」 朝日新聞紙面への情報提供の協力 平成26年度
・教員免許状更新講習（選択講習） 「スポーツ文化，スポーツの歴史を深める―体育授業の歴史や欧米スポーツの

比較文化史にも関連づけて―」 平成25年度～27年度

42 43


